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操
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随

問

品

調

再
び
我
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の
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ダ
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当日

m 
:k 

自1I

• 

一

の

皇

E
戸
田

nvg宏
司
が
所
制
歴
史
明
酎
山
集
大
守
備
と
し
て
制
抑

一
県
山
斑
池
に
奇
拠
し
た
ζ

と
山
畑
何
に
大
な
る
か
は
、
事
新
L
{
越
べ

る
誼
札
沿
い
加
で
あ
る
。
従
っ
て

u
n
F
B
E
F
m刊
を
附
究
す
る
と
&
は
、

一
現
代
山
制
隣
問
中
量
削
僻
L
政
腿
せ
し
め
る
た
め
い
柚
的
て
事
肱
北

Z
あ

一
る
。
か
ふ
る
且
地
か
ら
印
n
H
H
ロ
日
由
民
耳
は
泣

t
z
o
z
u
h
z
戸
印
岳

一

自

OH-o『
ロ
ロ
ロ
与
』
O
H
U
E
E
O
E
O
-吉
田

2
伴
内
コ
な
ゐ
前
1
0
λ

に
於
て
、

一

山

nFEO]FO『
附
究

ω
品
川
世
世
雨
明

L
、
そ
山
採
っ
た
副
合
政
館
協
A
Hげ

↑
側
別
附
究
法
山
山
代
制
凶
取
に
於
け
る
詰
花
止
力
枯
し
て
、
川
同
組
。

一
回
っ
た
見
解
ま
づ

4
2る
0
2共
同
大

t
iむ

一
「
今
日
の
抑
制
隣
町
中
な
る
も
の
は
今
、
不
安
定
な
斐
健

ア
山
上
仁
立
つ

τめ
る
の
で
め
る
。
何
ピ
な
れ
は
、
不
光

会
な
心
理
的
似
念
ピ
局
部
的
な
質
際
脱
翁
ピ
を
山
後
貼

J
B
A
b
u
p
 

ピ

L
て
ゐ
る
上
に
、
現
貨
に
は
存
在

L
な
い
u

恒
同

ω現

シー

l
ム
ベ

l
タ

l
の

シ
ュ
モ
ッ
ラ

l
削

一



象
・
簡
回
早
な
因
果
関
係
官
品
び
不
畿
の
法
則
を
前
提
古
し

て
、
賞
在
の
側
別
現
象
に
は
何
等
の
顧
慮
を
梯
は
守
し

て
建
設
せ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

H
い
か
ら
、
之
正

は
全
〈
行
き
方
を
異
に
し
佃
々
の
共
鵠
的
事
賞
を
出
俊

貼
正
し
て
脈
究
を
進
的
e
Q
e

』
古
に
よ
り
、
今
日
の
経
済

事
ご
は
会
〈
商
目
を
異
に
し
旬
新
経
憐
由
宇
の
出
現
を
期

待

L
得
る
の
で
ゐ
品
。
而
し
て
今
日
仁
於

τは
緩
携
帯

の
研
究
に
用
ひ
ら
る
ぺ
き
利
回
時
正
し
て
、
前
代
に
は
夢

想
だ
ち
苫
れ
な
か
っ
た
豊
富
な
統
計
資
料
が
備
は
h
、

之
が
解
析
の
精
微
な
る
方
法
及
び
計
算
の
煩
柑
習
を
省
〈

穏
々
の
手
段
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
従
前

の
経
隣
地
T

正
は
会
{
異
っ
た
基
礎
の
上
に
、
回
帽
格
の
成

立
、
経
勝
行
錦
、
生
産
E
棒
利
正
の
関
係
、
需
要
線
供

給
線
の
畿
化
、
物
煩
由
民
動
の
生
産
に
及
は
す
影
響
等
を

論
じ
得
る
こ
正
M
な
っ
た
o
か
〈
て
経
済
事
は
幾
多
の

細
い
問
題
に
分
れ
る
二
己
、
、
な
り
、
概
括
的
一
般
論
の

成
立
を
愈
々
困
難
な
ら
し
め
て
居
る
の
で
ゐ
毛
o
し
か

も
か
、
る
問
題
を
研
究
す

ι
ニ
ご
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た

結
論
は
、
現
賓
の
政
策
に
艶
し

τ管
に
其
の
根
健
古
典

へ
得
る
の
み
で
な
〈
、
一
良
に
共
の
方
出
正
目
的
ご
を
示

銑

シ

?
a
ム
ペ

1
タ
ー
の
シ
ユ
モ
ヲ
一
一
フ

i
翻

雑

し
得
る
も
の
で
あ
る
」
。

之
は
名
目
【
い
・
百
円
岳
色
が
一
九
一
一
四
年
に
亜
米
利

加
経
掛
準
舎
の
席
上
で
逃

4
K
所
で
あ
る
。
倒
別
的
桝

究
『
重
要
鵡
し
、
事
質
に
郎
せ
宇
且
興
味
な
し
正
し
て

Q
R
r
流
の
経
済
皐
を
斥
け
る
一
間
半
減
が
、
近
年
米
園

仁
於
て
盛
ん
仁
な
っ
た
が
、
冨
山
門
n
F
O
ロ
の
此
詩
山
間
こ
そ

.}ω
単
一
伐
の
見
解
を
最
も
卒
直
に
表
明
し
て
ゐ
る
も
の

吉
見
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。

印
n
F
E
自
}UE2
の
意
見
に
よ
れ
ば
、
冨

{RZ=
の
所
謂

新
研
究
方
法
な
る
も
の
は
、
其
の
資
料
を
統
計
に
求
ゆ

る
ご
歴
史
に
求
め
る
ご
の
差
-
』
そ
あ
れ
、
印
口
}MEG--2
が

己
に
唱
導
し
且
つ
寅
行
し
た
所
で
あ
る
。
従
っ
て
印
口
午

自
主
日
研
究
は
極
め
て
必
要
で
あ
り
、
且
つ
彼
の
研
究

方
法
を
襲
用
す
る
-
】
古
に
依
っ
て
経
済
撃
の
得
る
所
頗

る
大
な
り
ピ
一
疋
ふ
の
で
あ
る
o
m
n
F
Z自
司
且
耳
は
か
、

る
見
地
か
ら
、

mnrEo--2
の
枇
曾
政
策
提
び
に
倒
別

的
研
究
に
闘
す
る
見
解
及
び
業
績
を
論
評
し
、
最
後
に

山
岳
日
o
E
E
Z
E
E
r巴
-
zを
比
陵
し
て
、
「
此
の
ニ

人
は
そ
の
取
扱
ふ
関
越
を
異
に
し
て
ゐ
る
が
、
事
賞
を

基
礎
t
す
る
客
制
制
削
的
経
済
血

(
鎮
五
抽
掛
肺
一
五

t
}

世

十
= 
魯

凡
五
九
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雑

鍬

シ
ユ

l
A
4
1
タ

1

0
レ
A
モ
ツ
ヲ

l
栂

績
を
獲

L
、
枇
曾
的
同
情
心
に
よ
っ
て
研
究
心
を
刺
戟

せ
ら
れ
、
「
肱
曾
に
役
立
つ
こ
ご
を
英
の
使
命
正
考
へ
た

識
で
は
著
し
い
一
致
を
示
し
て
ゐ
る
。
殊
に
何
れ
も
、

競
領
制
度
を
是
認
す
る
経
済
事
・
簡
単
な
前
提
か
ら
出

品
四
し
て
窮
屈
な
結
論
争
』
来
す
経
済
事
を
克
服
し
否
む

L
ろ
克
服
す
る
の
方
訟
を
示
し

l
勝
来
の
経
済
事
の
進

む
べ
き
所
を
数
え

τゐ
る

o
E
R島
巳
-
の

H
U

岡
山
宮
室
内

正
印
nr
目
。
=
日
の
の

E
E江
田
ピ
は
畿
多
の
問
題
を
包

合
し
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
が
、
今
日
迄
に
は
共
の
一
部
が

解
決
せ
ら
れ
た
に
止
h
、
大
部
分
は
今
後
の
研
究
を
待

っ
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
貨
に
ζ

の
二
名
著
は
経
済
事
に

於
る
波
め
Y
」
も
謹
き
せ
向
泉
で
あ
る
ピ
結
ん
で
ゐ
る
。

-一

枇
曾
が
そ
の
日
楳

t
L
τ
進
む
べ
き
理
想
を
定
立
す

る
己
ピ
は
極
め
て
必
要
な
こ
ど
で
あ
る
が
、
同
時
に
叉

極
め
て
困
難
な
ニ
ピ
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
三
個
の
理

由
に
基
い

τ
ゐ
る
。

第
二
理
想
は
個
人
的

ωも
の
で
ゐ
っ
て
・
何
人
も

他
人
に
卦

L
、
か
〈
欲
す
ぺ
し
・
之
を
倉
重
す
ぺ

L
、

之
を
排
棄
す
ぺ

L
E
命
じ
る
鐸
に
は
行
か
な
い
1
0

第

二

十

三

巻

一

五

八

)

第
二
・
一
の
個
人
、
階
級
、
岡
氏
の
行
動
の
結
果
正

見
る
ぺ
き
も
の
は
、
観
察
の
時
閑
的
内
容
的
範
囲
の
庚

狭
に
よ
っ
て
一
致

L
な
い
。

第
三
、
祉
曾
の
各
階
級
に
よ
り
其
の
理
由
ど
す
る
所

に
差
異
が
あ
っ

τ、
何
を
以
て
枇
曾
の
理
想
正
す
べ
き

ゃ
に
ワ
い
て
は
意
見
が
一
致
し
な
レ
。

一
例
正
し
て
毅
物
閥
係
に
劃
す
る
意
鬼
を
考
へ
る
。

穀
物
関
税
ど
物
償
、
所
得
分
配
‘
輪
出
能
力
等
正
の
胸

係
に
つ
き
如
何
な
る
程
度
迄
考
察
を
進
む
べ
き
か
、
農

工
商
何
れ
の
立
場
よ
h
翻
察
す
べ
き
か
、
資
本
家
の
利

盆
が
郎
も
枇
曾

ω利
益
た
る
か
或
は
労
働
者
の
幸
一
臓
が

却
も
蹴
曾
凶
幸
繭
な
る
か
、
等

ω諸
鮪
に
つ
き
議
論
が

品川れ

F
る
を
得
な
い
。

か
、
る
場
合
に
蕗
す
る
事
者
の
態
度
ビ
し
E
は
、
各

々
的
時
各
々
の
所
に
於
る
各
L
M

の
階
級
の
利
錨
並
び
に

理
認
を
明
仁
し
、
寅
際
家
に
適
切
な
方
法
正
中
間
目
的

ピ
を
示
す
に
止
め
て
も
、
差
支
へ
な
い
誇
で
あ
る
。
り

れ
ど
も
印
n
r
E
o
-
-
2
は
か
、
る
個
別
的
の
理
想
を
以

τ

揃
足
せ
守
、
岡
家
、
帥
も
会
館
枇
舎
i

彼
は
岡
家
E
全

館
枇
曾
E
を
同
調
し
て
ゐ
る

l
の
立
場
か
ら
統
一
的
な

(
第
五
擁

A
六
O



理
想
を
定
立
せ
ん

Z
L
た
の
で
ゐ
る
。
併
し
な
が
ら
、

一
方
に
於
て
国
家
に
は
何
等
闘
有

ω立
場
な
る
も
の
が

な
〈
、
そ
の
重
要
機
関
に
占
醸
し
て
ゐ
る
も
の
一
、
理
想
d

が
其
の
立
場
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
他
方
図
家
は
多

{
の
駄
で
統
一
健
を
な
L
τ
ゐ
る
け
れ
ど
も
、
裳
の
意

思
は
全
然
統
一
的
な
b

Z
は
云
ひ
得
な
い
。
か
、
る
事

情
が
存
在
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
争
、
国
家
己
し
で
の
立
場

か
ら
統
一
的
理
想
を
定
立
し
得
る
の
は
、
如
何
な
る
理

由
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

J

政
見
を
異
に
じ
相
封
立
す
る
政
黛
聞
に
ゐ
っ
て
も
、

故
意
に
回
調
を
立
て
る
部
分
を
除
外
し

τ真
面
目
な
も
の

丈
り
を
考
察
す
れ
ば
、
其
の
理
想
芭
す
る
所
に
は
殆
ん

ど
相
違
が
な
い
。
こ
れ
は
、
非
常
の
場
合
仁
詩
I
の
政

黛
を
基
礎
ご
し
な
が
ら
統
一
的
政
策
を
行
ふ
所
爾
恵
国

一
致
内
閣
が
出
来
(
大
戦
中
の
各
闘
の
質
例
は
之
を
示

し
て
ゐ
る
)
、
叉
何
れ
の
政
識
も
廟
堂
に
立
っ
た
場
合
に

伶

h
裂
っ
た
政
策
を
行
は
な
い
こ
ピ
【
英
図
の
保
守
自

向
一
附
常
時
は
変
蘭
問
題
に
闘
し
て
は
常
に
同
一
政
策
を
行

っ
た
)
等
に
徴
し
て
も
知
b
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
国

家
な
る
立
場
よ
ち
見
1
、
統
一
的
理
忽
の
存
在
す
る
こ

難

録

シ
品

l
占

4

1
タ

I
白
シ
士
宅
V
ラ

l
翻

ご
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

故
に
、
政
治
現
象
枇
曾
現
象
を
階
級
闘
争
の
現
は
れ

に
過
ぎ
な
い
も
の
ぜ
考
へ
る
の
は
、
こ
の
統
一
的
理
想

の
存
在
を
無
税
す
る
も
の
で
あ
っ

τ、
其
の
謀
れ
る
こ

ど
に
於
て
素
朴
な
る
築
制
論
正
大

ν
な
る
径
庭
は
な

い
。
賞
際
の
政
策
に
つ
い

t
視
察
す
れ
ば
、
階
絞
闘
守

よ
り
も
階
級
協
調
の
買
の
方
が
多
〈
、
階
級
聞
の
不
和

よ
hJ
も
階
級
内
EU
附
の
闘
守
の
方
が
激
L
V
例
も
少
〈
は

ない
1
0

例
示
す
れ
ば
、
工
業
献
労
働
者
正
工
業
粧
品
宵
者
ど

は
利
害

ω
一
致
す
る
こ
ご
が
普
通
で
あ

h
、
資
本
家
ピ

券
働
者
ご
の
守
よ
・
9
も
企
業
者
資
本
家
聞
の
宰
の
方
が

激
し
い
1

例
は
甚
ピ
多
い
の
で
め
る
。

此
の
階
級
協
調
は
時
代
の
進
む
に
辿
れ

τ漸
次
是
の

勢
を
加
へ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
帥
胴
来

aIこ
の
傾
向

を
強
め
る
で
ゐ
ら
う
。
経
済
紋
態
の
幼
稚
な
生
産
力
の

後
展
示
し
き
時
代
に
ゐ
つ

τは
、
各
人
に
は
他
人
を
廟

み
る
丈
け
の
徐
裕
が
な

f
、
従
っ

τ闘
守
に
激
烈
な
ら

F
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
試
み
に
資
本
主
義
的

組
織
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
初
期
に
於

τは
資
本
家
は

英
の
地
位
を
維
持
す
る
が
た
め
に
勢
働
者
を
搾
取
虐
待

悌
二
十
三
容
(
第
五
時
耕
一
王
丸
)

λ

大
一
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雑

錐

シ
品

l
ム
ペ

1
タ

1
由
シ
ユ
モ
ツ

-
7
1
翻

第二十一一一番

E

、f
b
F
」

a'

信
用
王
腕
一
六

O
)

す
る
の
外
は
な
か
っ
た
の
で
ゐ
る
。
然
る
に
そ
の
漸
次
か
〈
の
如
〈
に
じ
て
、
理
怨
の
統
一
が
刻
々
貧
現
せ

畿
燥
す
る
に
連
れ
、
交
卒
気
は
労
働
僚
件
を
良
好
に
す
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
之
に
伴
っ
て
理
想
を
皐
同
化
す
る

る
ニ
ピ
の
有
利
な
る
を
覚
る
ご
同
時
に
、
之
4

佐
賀
行

L
一
可
能
性
、
従
つ

τ↓
枇
曾
政
策
の
聞
申
肉
化
の
可
能
性
も
靖

得
る
伶
絡
を
生
じ
て
・
共
の
結
果
帥
労
働
者
の
生
活
紋
態
一
し
て
来
て
ゐ
る
の
で
ゐ
る
。
放
に
、
枇
曾
制
度
の
研
究

は
大
い
に
改
善
せ
ら
れ
た
の
で
ゐ
る
。
而
し
て
資
本
主
一
に
よ
h
此
の
傾
向
を
明
確
に
意
識

L
、
且
つ
枇
曾
政
策

義
的
組
織
に
か
、
る
伶
協
の
生
じ
た
の
は
十
九
世
紀
末
一
の
賞
行
に
よ

h
此
の
傾
向
を
助
長
せ
ん
ご

L
た
印
。
『
自

か
ら
の
事
で
あ
っ

τ、
十
九
世
紀
以
前
帥
も
成
立
期
の
一
色
町
刊
の
い
阜
鬼
は
賞
讃
せ

F
る
を
得
な
い
、
宝
石
ム
の
が

の
資
本
主
義
の
粛
L
た
弊
害
を
以
て
資
本
主
義
的
組
織
一
回
口
百
自
司
町
内
耳
の
見
解
で
あ
る
。

に
本
質
的
に
附
随
す
る
も
の
な

b
z
見

倣

し

た

貼

に

一

三

日

rp自
の
朝
間
謬
が
存
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o
同
時
に
二
恐
慌
、
長
山
地
擾
動
な
る
現
象
は
、
日
常
の
経
験
、
経

資
本
主
義
的
組
織
は
そ
の
後
進
す
る
Z
共
に
、
投
機
的
一
済
事
設
の
内
在
的
論
理
、
続
済
行
骨
岬
の
基
本
原
理
の
何

性
質
を
失
っ
て
合
理
的
ど
な
り
、
好
且
品
集
不
景
気
の
踊
れ
を
以
て
し
で
も
、
そ
の
説
明
の
興
へ
ら
れ
な
い
の
は

も
減
少
し
て
来
た
か
ら
、
此
の
貼
か
ら
も
労
働
者
の
地
一
勿
論
そ
の
存
在
す

ι澄
明
せ
ら
れ
な
い
。
唯
一
祝
賀
に
印

位
は
改
善
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
回
よ
り
見

E
こ
於
て
一
し
た
個
別
的
研
究
仁
依
つ
て
の
み
始
め
て
明
に
せ
ら
れ

i
f
-
-
る
の
で
ゐ
る
。
而
し
て
此
の
現
貨
は
資
本
主
義
の
本
質

も
前
代
の
除
弊
は
未
に
そ
の
影
e

伊
渡
す
る
に
歪
ら
や
，
、
一
一
な
る
勤
仁
一
於
て
ト
ラ
旦
ト
等
附
随
的
な
る
も
の
己
主
〈
の

我
々
の
努
力
す
る
倹
一
地
は
句
は
作
在
し
て
ゐ
る
o

併
一
意
義
を
異
に
し
、
叉
絞
済
同
学
に
正
っ
て
主
題
目
を
構
成

し
、
好
況
は
資
本
家
に
も
勢
働
者
に
も
有
利
仁
、
不
況
一
し
て
ゐ
る
駄
に
於
て
人
口
論
の
如
き
傍
流
E
は
其
の
地

は
何
れ
に
謝
し
て
も
不
利
で
あ
る
ご
云
っ
た
風
に
、
費
一
位
を
異
に
し
て
ゐ
る
。
依
仁
、
此
の
恥
か
ら
、
資
本
主

本
家
t
M労
働
者
Z
の
利
害
の
一
致
、
従
っ
て
理
想
の
一
義
的
組
織
の
経
済
的
方
商
を
完
全
に
理
解
す
る
た
出
に

致
す
る
こ
E
の
頗
る
多
い
の
は
否
定
す
る
を
得
な
い
。
個
別
的
研
究
の
快
〈
ぺ
か
ら
ゴ
る
こ
子
宮
主
張
し
得
る

叫，"'~山口主主:円Lマ暗合計対~丙~-'" 併特崎ザ、咋"""，"'".，，'o"，"""""，nv川町，'''.川



の
で
あ
る
o

尤
も
恐
慌
足
気
漫
動
の
い
品
質
を
叙
説
す
る
熟
知
せ
ら
れ
て
お
る
事
貨
を
基
礎
己
す
る
さ
稀
せ
ら
れ

こ
己
の
み
に
依
っ
て
準
設
を
立
て
得
な
い
こ
ど
は
明
で
る
a

併
し
乍
ら
之
は
嘗
ら
な
い
。
寧
ろ
、
普
通

ω経
済

あ

る

。

一

人

の

欲

叫

一

充

足

ω
た
め
に
す
る
ゆ
ピ
は
別
に
、
企
業
者

併
し
こ
の
事
質
は
制
別
的
側
究
が
経
隣
撃
の
認
識
方
一
山
利
潤
追
及
叶
り
た
め
に
す
る
経
憐
活
動
が
あ
勺

t
v
之

法
に
る
こ

tee-百
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
ピ
な
れ
一
に
よ
っ
て
、
倒
山
相
が
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
己
見
ね
ぽ
な

山
、
眼
底
的
研
究
ピ
雌
も
与
の
円
F
E
0
2
0
F

な
断
念

ω
一
ら
な
い
c

故
に
現
代
の
生
ん
に
企
業
者
の
経
済
活
市
{

助
け

ιi全
然
備
h
A
Y
に
遂
げ
る
誇
に
は
行
か
な
い
か
ら
一
云
ム
隠
史
的
な
現
象
を
理
解
す
る
こ
ご
心
(
し
て
倒
格
・

で

ゐ

る

。

一

を

諭

す

る

な

ら

ば

絞

妙

に

蹄

せ

さ

る

そ

得

な

い

の

で

あ

品
川
一
配
論
も
亦
た
側
別
的
研
究
を
敏
く
こ
正
を
待

ι~
一

る

。

ー

の
で
あ
る
o

そ
の
一
例
ご
し
て
利
子
論
を
取
る
o
当
礼
一
上
の
数
伊
に
徴
し

τ一
色
、
締
済
界

ω
重
大
現
象
中
じ

に
準
者
は
所
得
は
生
産
要
素
ω
代
償
な
h
t
云
ふ
定
直
一
は
膝
史
的
範
暗
に
尉
す
る
も
の
頗
る
多
〈
、
目
。
rEo--2

か
ら
出
俊
す
る
o

併
し
之
に
よ
っ
て
は
利
子

ω
成
立
は
一
の
提
唱
し
た
例
別
的
桝
究
が
率
一
説

ω訂
正
定
立
に
貢
献

設
朋
せ
ら
れ
な
い
1
0

に
か
ら
利
子
の
成
立
を
説
か
う
三
す
る
と
こ
い
り
川
大
な
る
は
否
定
す
る
を
待
な
レ
。

す
れ
ば
‘
之
を
成
立
せ

L
め
る
縦
憐
事
情

ω存
在
を
艦
一
向
経
済
牛
車
枇
命
科
皐
で
ゐ
h
、
一
枇
品
目
現
象
を
謝
象

験
的
に
議
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

y
tは
、
回

UE
一
Z
す
る
も
の
で
ぬ
る
以
上
.
現
貨
の
枇
命
現
象
を
無
税

宮
詰
砕
の
「
利
子
論
」
の
示
し
て
ゐ
る
如
〈
で
あ
る
。
一
し
一
1
論
を
進
め
る
-
}
正
は
純
消
息
守
そ
の
も
の
、
自
殺
で

唯
利
子
は
日
省
的
経
験
に
普
通
に
現
は
れ
る
胡
例
で
あ
一
ゐ
品
。
従
っ
て
い
己
自
四
日
・
ぎ
ω一E
m
等
り
純
縦
務
的
mm十

uhし
ら
持
別
的
考
擦
を
要
し
な
い
仁
止
、
り
、
も
し
之
が
理
な
り
ご
す
る
所
も
、
か
、
る
質
際
現
象
的
現
貨
に
川
即

過
釦
り
或
附
期
に
作
在
し
て
現
在
に
は
存
在
し
な
い
訓
し
に
併
先
な
く
し
て
進
出
得

ωい
こ
ピ
は
明
℃
ゐ
る
6

内
で
あ
る
な
ら
ば
、
側
別
的
研
況
の
重
要
な
帆
現
象
E
な
一
山
口

F
5
E
2
は
か
〈
論
じ
来
っ
て
、
印
η
富
。

--q
に

う
た
で
あ
ら
，
7
0

一
大
成
せ
ら
れ
九
一
階
巾
単
一
淑

ω例
制
的
研
究
泌
が
今
後
り

印
nrEc--2ω
開
先
方
法
は
繍
格
論
に
も
重
要
な
修
一
一
経
憐
皐
中
に
於
下
も
極
め
て
重
要
;
位
置
を
占
む
べ
き

正
を
加
A
h
h
o

併
格
論
は
|
其

ω基
礎
に
つ
い
て
何
等
こ
さ
ぜ
高
調

Lτ
居
る
の
で
め
る
ι

顧
慮
し
な
い
場
合
は
磁
〈
拍
き
|
普
通
に
は
経
験
的
に

難

f止

シ
A
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